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三市の魅力、紹介します。



　江戸から来た代官や郡代が政治をとった高山市の高山陣屋。花巻市で400年以上の歴史を持つ、伝統の花巻まつり。約1,000本のモミジ群生林がある、伊豆市の修善寺虹の郷（さと）。さまざまな魅力を持つ3市は、平塚市と深い関わりを持っています。
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　伝統と歴史が残る岐阜県高山市、自然豊かな温泉郷の岩手県花巻市、海と山の幸に恵まれた静岡県伊豆市。それぞれ独自の文化や自然を持つ、魅力ある市です。

　今回は各市の見どころと、市民プラザで開催する三市合同物産展について紹介します。

問：文化・交流課　電話：0463-25-2520




30年のお付き合い

　花巻市と伊豆市は、平塚市が市制50周年を迎えた昭和57年4月に市民休養の郷の提携を結び、高山市は同年10月に友好都市の提携を結びました。昭和59年、花巻市が市制30周年を迎えたのをきっかけに、花巻市は友好都市となりました。今年は3市との提携から30年の節目に当たります。




温かな交流を育む

　今年7月、高山市・花巻市・伊豆市の小学生が、マリン交流として平塚を訪れました。子どもたちは湘南平やシラス加工場の見学、平塚市水産物地方卸売市場の冷凍庫見学、湘南ベルマーレの試合観戦などを通し、平塚市の自然や産業などを学びました。

　マリン交流で相模湾クルージングを楽しんだ高山市の中垣海人（かいと）さんは「平塚に来たのは初めてです。船から黄色い波浪観測塔（平塚沖総合実験タワー）が見えて面白かった」と笑顔で感想を語ります。花巻市の佐藤禎太（ていた）さんは「平塚の夏は花巻よりずっと暑いです。シラス加工場で食べた、ゆでたてのシラスがおいしかった」と、満喫した様子。さまざまな体験を通し、平塚市と3市の子どもたちが絆を深めました。
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平塚市水産物地方卸売市場の冷凍庫を見学するマリン交流の小学生。




提携で人間性豊かに

　高山市には多くの史跡や伝統文化が受け継がれています。友好都市の提携には、文化的に優れた高山市と交流し、平塚市でも人間性豊かなまちづくりを進めていこう、という思いが込められていました。花巻市と伊豆市は豊かな自然に恵まれた場所です。平塚市民の「心のやすらぎの場」として、人情味のあふれる両市が選ばれました。

　現在は各市の物産展を平塚市内で実施したり、平塚から各市への市民ツアーを企画したりしています。



岐阜県　高山市
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湘南ひらつか七夕まつりで披露された獅子舞
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重要伝統的建造物群保存地区の上三之町







歴史ある飛騨の小京都

　日本列島のほぼ中央に位置し、人口は9万人強、市の総面積は日本一広い2177.67平方キロメートルです。平塚市との関わりは、900年ほど前に平塚八幡宮の分霊が、高山市の桜ヶ岡八幡神社に祭られた頃までさかのぼるといわれています。

　高山駅の東部には「三町（前写真）」の名前で知られる、国が選定した重要伝統的建造物群保存地区が広がっています。歴史を感じさせる町並みは、飛騨の小京都の名にふさわしい趣です。

　お土産には、伝統の「さるぼぼ」がお薦めです。平塚市民が11月30日までに高山市を訪れると、市内27の観光施設でさるぼぼのストラップをプレゼントするキャンペーンを実施しています。現地で免許証などをご提示ください。



[image: 湘南ひらつか織姫とさるぼぼ]



湘南ひらつか織り姫と「さるぼぼ」の着ぐるみ






商工課の田中一樹さん

　豊かな森林資源のほか、歴史や伝統文化が残る、情緒あふれるまちです。日本で唯一現存する江戸時代の郡代役所「高山陣屋」は必見です。市内を流れる宮川沿いと、高山陣屋前の2カ所で行う、農家の新鮮野菜などが手に入る朝市もお楽しみください。
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グルメからお土産まで楽しめる宮川朝市





平塚市からのアクセス

〔電車〕東海道新幹線・高山本線などで約4時間〔車〕中央自動車道などで約6時間





岩手県　花巻市
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岩手県指定無形民俗文化財「幸田神楽」
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胡四王（こしおう）蘇民祭　宮沢賢治記念館が建つ胡四王山。男衆がたいまつを手に山頂の神社を目指す。花巻市指定無形民俗文化財。






イーハトーブを感じる北国

　東北屈指の温泉郷・花巻市。人口は約10万人で、総面積は908.32平方キロメートルです。勇壮な胡四王（こしおう）蘇民祭や、ダイナミックな動きが持ち味の鹿踊（ししおどり）など、魅力的な伝統文化がなおも息づいています。市内北西部の県立花巻広域公園付近には、平塚市との交流10周年を記念して作られた「平塚・花巻交流の森」があります。

　花巻市は、数多くの名作を生み出した童話作家・宮沢賢治が生まれ育った地です。新花巻駅近くの宮沢賢治記念館周辺には、宮沢賢治童話村や宮沢賢治イーハトーブ館などの関連施設がまとまっています。賢治が夢見た理想郷「イーハトーブ」の雰囲気を感じてみませんか。



[image: 宮沢賢治童話村「賢治の学校」]



宮沢賢治童話村の「賢治の学校」





[image: 鹿踊（ししおどり）]



花巻まつりでも演じられる鹿踊（ししおどり）。一説では、六波羅蜜寺（ろくはらみつじ）の開祖・空也上人（くうやしょうにん）がかわいがっていた鹿を供養するために始まったといわれている。宮沢賢治も「鹿踊りのはじまり」という童話を書いている。






観光課の小田島くるみさん

　これからの季節は温泉がお薦め。南温泉峡の川沿いを美しく彩る紅葉は必見です。露天風呂に漬かりながら紅葉を見るのも趣がありますよ。

　おいしいお酒も自慢の一つです。地元の日本酒・ワイン・焼酎を合わせて「三酒（さんしゅ）の人氣（じんぎ）」と呼んでいます。ぜひ味わってみてください。
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静岡県　伊豆市



[image: 市民休養の郷]



浄蓮の滝の伊豆の踊子像





[image: 旧天城トンネル]



伊豆の踊子で有名な旧天城トンネル






文人歌人に愛されたまち

　伊豆半島の中央に位置し、人口3万5000人弱、総面積363.97平方キロメートル。天城湯ヶ島・修善寺・土肥・中伊豆の4つのエリアがあり、それぞれ違う魅力を持っています。

　天城湯ヶ島は文人歌人に縁が深い土地です。旧天城トンネルは、日本初のノーベル文学賞作家・川端康成の「伊豆の踊子」の舞台です。「檸檬（れもん）」の梶井基次郎も湯ヶ島温泉に滞在していた際、伊豆の踊子の校正を手伝うなどしていました。「闘牛」で芥川賞を受賞した井上靖も幼少時代を湯ヶ島で過ごしています。湯道周辺では、与謝野晶子や若山牧水らの歌碑を楽しみながら散策できます。




観光交流課の山下芳之さん

　平塚市の皆さん、伊豆市で紅葉を楽しんでみませんか。11月初旬から中旬にかけて、修善寺自然公園や修善寺虹の郷、旧天城トンネルなどで、それぞれ紅葉まつりなどを開きます。植林された修善寺周辺と、山間部の原生林の紅葉とを見比べてみるのも楽しいですよ。お食事には、ヘルシーなイズシカ丼をどうぞ。鹿肉のソテーやカツ、天ぷらなど、各店さまざまなメニューを展開しています。
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[image: 修繕寺竹林]



修善寺の竹林の小径（こみち）。明治時代には夏目漱石が「修善寺日記」を記した
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イズシカ丼。地場産の食材を使用している






平塚市からのアクセス

〔電車〕伊豆箱根鉄道などで約2時間〔車〕西湘バイパスなどで約2時間
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　今回紹介した各市自慢の名産品や、農産物などを販売します。それぞれの魅力がぎゅぎゅっと詰まった物産展に、どうぞ足をお運びください。

問：文化・交流課　電話：0463-25-2520

 




　うれしいイベントも

　◆オープニングプレゼント
　
　期間中、毎日先着40人に　各市の産品をプレゼント。

　◆お楽しみ抽選会
　
　各市の産品が当たります。
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高山市


飛騨牛

　キメ細やかなサシと、とろけるうま味が特徴の飛騨牛。一度食べたら忘れられない味わいです。

　秋の味覚市では串焼きの実演販売を楽しめます。
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さるぼぼまんじゅう

　高山といえばさるぼぼ。おまんじゅうを、かわいいさるぼぼの形にしました。上質な黄身あんを使い、さっぱりとした味わいに。しっとりした皮とも相性抜群。
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花巻市


リンゴ

　花巻は日本有数のリンゴ産地です。

　袋をかぶせずに、日光をたっぷりと与えて育てた、甘くてシャキッとおいしいリンゴをお楽しみください。
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アンニョンキムチ

　すりおろしたリンゴをたっぷり使った、甘みとコクのあるキムチです。辛い物が苦手な方もおいしく召し上がれる、まろやかな味わい。

[image: アンニョンキムチ]






伊豆市


ワサビ

　お刺身やお肉にどうぞ。一押しは、すりおろしたワサビと鰹節、醤油を和え、温かいご飯に乗せて食べる「ワサビ丼」。ちょっと通な食べ方です。
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シイタケ

　炭火で焼いて醤油を垂らしたり、干しシイタケを煮物に入れたりと、楽しみ方はいろいろ。焼いたシイタケに伊豆のワサビを付けて食べるのも乙なもの。
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高機能320列CTを市民病院に導入


（仮称）心臓血管センター設置へ




[image: 高機能320列CT]



市民病院に導入された高機能320列CT





　市民病院は10月末から、高機能320列コンピューター断層撮影装置（ＣＴ）を、県内の公立病院で初めて導入しました。心臓や脳など幅広い領域の検査や診療機能が大幅に向上します。

　ＣＴはエックス線を利用して、体の断面図を画像化する診断装置です。新たに導入されたＣＴは、0.5ミリメートル幅のエックス線の検出器が320列に増え、従来の機械の20倍になります。160ミリメートルの広い幅の断面を一度に撮影できるため、脳や心臓の全体を継ぎ目なく捉えられます。

　1回転0.35秒の高速で、検査が完了します。呼吸や動きを止めにくい小児も、スピーディーに検査できるようになります。

　放射線科の屋代英樹医師は「救急外来の全身外傷を受けた方、心臓や脳の血管に疾患がある方など、市民に多大な貢献ができる」と期待しています。




こんな検査が可能です

①迅速な全身外傷検査

②心筋梗塞の診断などで、血流や心臓などの動く状態を高度画像解析

③特殊な撮影に使用する造影剤の少量化

④画像処理能力などの向上により、3次元（3D）での高度な画像解析が可能に




検査・診療へのメリット

①1秒を争う救命救急医療では、迅速な全身外傷検査で診断性能が向上

②撮影時間が短く、エックス線の被ばく量が低減

③高精度の心臓ＣT検査が日帰りで可能に

④心臓や脳など幅広い領域での診断性能が向上

⑤院内画像解析システムにより、3次元画像を全ての外来・病棟で可視化





高機能320列ＣＴを活用して

　今後は、心臓や血管に疾患がある方の診断や治療がスムーズに行えるように、関係診療科を一つのチームとしてまとめ、来年1月にも（仮称）心臓血管センターを設置する予定です。

問：市民病院経営企画課　電話：0463-32-0015






市ウェブのトップページにバナー広告を掲載しませんか


　1カ月当たり約40万件のアクセスがある平塚市の公式ウェブで、バナー広告を利用してみませんか。

　広告の掲載場所はトップページ下段です。掲載枠の位置は指定できません。

　14枠。1カ月単位で掲載できます。月額1枠当たり3万円、年度をまたがない場合は継続6カ月以上2万7,000円、継続12カ月2万4,000円（税込み）。縦60ピクセル×横120ピクセル。ＧＩＦ形式またはＪＰＥＧ形式。5キロバイト以内。バナー画像は広告主が作成し、作成経費などは広告主の負担です。

募：郵送または直接、市ウェブから入手できる申込書を本庁舎3階の広報・情報政策課　電話：0463-21-8761へ。市のウェブから電子申請もできます。







応募方法



■問：問い合わせ　募：応募方法（応募が必要です）


■必要事項とある場合、郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号をご記入ください。


■市役所への郵便物は、〒254-8686平塚市役所○○課で届きます。


■募集開始日の記載がない場合、11月5日（月）午前8時30分から受け付けます。


■メールの応募の場合　@以下にcity.hiratsuka.kanagawa.jpを付けてください。
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募集




市公用車の広告


　ワンボックス軽自動車20台の両側面に、縦50センチ・横70センチの広告を1枚ずつ、特殊フィルムで貼ります。平成25年2月1日（金）～平成26年1月31日（金）に掲載します。

　5台分10万円。作成・貼付・撤去の費用は広告主の負担になります。申込件数により、車両の台数を調整する場合があります。

募：広告案と、東附属庁舎2階の財産管理課　電話：0463-21-8763にある申込書を、11月1日（木）～22日（木）に同課へ。申込書は市ウェブからも入手できます。



市民活動推進委員


　市が進めている市民活動の推進施策について、必要な事項を年数回、調査・審議します。任期は平成25年2月1日から2年間。

　2人（選考）。次の条件を全て満たす方①市内に1年以上在住の20歳～75歳の方で、平日の会議に出席できる②市民活動をしているまたは関心がある。同一団体からの委員は1人に限る③他の付属機関の委員でない。

募：郵送または直接、ⓐ〒254-0811八重咲町3-3市民活動センター　電話：0463-21-7534ⓑ東附属庁舎2階の協働推進課　電話：0463-21-9618にある申込書を、12月3日（月）までに、同センターまたは同課へ。申込書は市ウェブからも入手できます。



くるりんまつりフリーマーケットの出店者


　12月1日（土）にリサイクルプラザで開く「くるりんまつり」（次写真）に合わせて、フリーマーケット（雨天中止）を同会場で開きます。

　市内在住の個人・グループ15店（抽選）。プロの方は応募できません。飲食物・生き物・電気製品・リサイクルと関係しない手作り品などは販売できません。500円。

募：往復はがきで、必要事項・販売する品物・搬入手段を、11月12日（月）までに、〒254-0014四之宮7-3-5リサイクルプラザ　電話：0463-51-5301へ。



[image: くるりんまつり]





平塚競輪場で「知的推理ゲーム大会」


　競輪は、選手の考えを読み取り、勝者を推理するゲームでもあります。平塚競輪場の特別観覧席でレースを見ながら、あなたの推理力を試してみませんか。オリジナルグッズもプレゼントします。車券購入費は自己負担です。

　①11月24日（土）・25日（日）②12月19日（水）・20日（木）のうち、①②から各1日を選択した計2日間。平塚競輪場（久領堤5-1）。それぞれ20歳以上で、合計年齢が100歳以上の男女ペア。

募：平塚競輪場　電話：0463-21-3935にある応募用紙を、11月14日（水）までに直接、同場へ。同場のウェブからも応募できます。



ガイドと巡る平塚の文化資源


　中原御殿と周辺の史跡コース。11月18日（日）午前9時30分～午後0時30分。2キロ。荒天中止。神奈中「中原上宿」バス停に集合。300円。中学生以下は無料。自転車・オートバイでは同行できません。

募：はがきで、コース名・全員の必要事項を、11月11日（日）までに、〒254-0051豊原町2-21社会教育課　電話：0463-35-8124へ。



ほおずきアート教室


　ほおずきと竹を材料にして、室内につるす飾りを作ります。

　11月16日（金）午後1時～3時30分。リサイクルプラザ（四之宮7-3-5）。15人（先着順）。タオル・筆記用具。200円。

募:リサイクルプラザ　電話：0463-51-5301



女性のためのストレスマネジメント講座


　「ココロのクセ」を知り、ストレスに負けない技を身に付けましょう。

　11月24日（土）午前10時～正午。市民活動センター。女性30人（抽選）。未就学児の保育（8人）もあります。

募：はがき・電話・ファクス・メールで、必要事項・保育の有無を11月2日（金）～16日（金）に、人権・男女共同参画課　電話：0463-21-9861　FAX：21-9736　メール：danjo@へ。



びわ青少年の家で森の歳末祭


　松ぼっくりを使ったクリスマスツリー（次写真）を手作りしたり、キャンドルファイヤーを家族で楽しんだりしてみませんか。

　12月1日（土）午前9時45分～午後2時。びわ青少年の家（土屋2710-1）。市内在住・在学の小・中学生とその保護者30人（抽選）。500円・小学生200円。

募：電話で、11月2日（金）～8日（木）に、びわ青少年の家　電話：0463-59-0871へ。


[image: 松ぼっくりで作るクリスマスツリー]





大学で学ぶパソコン教室


　表計算ソフト「エクセル」の使い方を学びます。仕事や実務で役立ちそうな機能から、応用的なテクニックまでを学びます。

　11月24日～12月8日の土曜日、全3回、午後1時30分～4時40分。神奈川大学湘南ひらつかキャンパス（土屋2946）。学生を除く市内在住の方で3回とも出席できる中級レベルの方40人（抽選）。1000円。

募：電話または直接、11月11日（日）までに、中央公民館　電話：0463-34-2111へ。



子ども英語教室


　クリスマスにまつわるゲームや工作などで英語に親しみます。世界各地のさまざまなクリスマス事情を見てみよう。

　12月1日～22日の土曜日、全4回、午後1時30分～2時45分。青少年会館。小学校3・4年生20人（抽選・初めての方を優先）。筆記用具・色鉛筆など。

募：はがき・ファクス・メールまたは直接、教室名・必要事項・氏名のローマ字表記・学校名・学年・過去の参加経験の有無を、11月19日（月）までに、〒254-0041浅間町12-41青少年課　電話：0463-32-7029　FAX：31-1441　メール：seishonen@へ。



丹沢・湘南ロコ婚活ツアー


①平塚コース　市博物館・市美術館の見学とワークショップ体験、平塚競輪場での予想ゲーム。

②秦野・中井コース　秦野市でレタスの収穫体験とサンドイッチの手作り。中井町の中井中央公園でパークゴルフや散策など。

　各コースを終えた後、合同で、婚活交流会を出雲記念館（秦野市平沢1221）で開きます。

　12月2日（日）。①は平塚駅に午前9時30分②は秦野駅に午前10時、集合。全行程をバスで移動し、午後6時の解散後、平塚・秦野・伊勢原の各駅に送ります。

　県内在住の独身者。男性7500円・女性7000円。各コースとも男女各40人（先着順）。年齢制限はありませんが、30代・40代の方が中心です。

　旅行業者は神奈中観光（神奈川県知事登録旅行業第2-2号・東京都町田市鶴間1534-1）。

募：商業観光課　電話：0463-35-8107



なるほど講座


　「子育てを楽しく　子どもの発達の理解」がテーマ。夫婦協働による子育てや、子どもへの関わり方について話します。

　11月25日（日）午後1時30分～3時30分。市民活動センター。60人（先着順）。

募：はがき・ファクスで、必要事項・保育の有無を、11月2日（金）から、〒221-0844横浜市神奈川区沢渡4-2県社会福祉士会湘南西支部担当　電話：045-317-2045　FAX：045-317-2046へ。



生きがい事業団のフラワーアレンジメント教室


　クリスマスシーズンに向けて、フラワーアレンジメントを教えます。保育も有料で受け付けます。

　12月11日（火）午前10時～正午。生きがい事業団。12人（抽選）。1500円。

募：往復はがきで、講座名・必要事項・年齢・保育の有無を11月16日（金）までに、〒254-0073西八幡1-3-2-2生きがい事業団　電話：0463-33-2335へ。







[image: 伊豆に紅葉を見に行こう]





[image: 修繕寺温泉桂橋]



修善寺温泉の桂橋。両岸を赤く染める紅葉は圧巻です。




　特集の3面で紹介した市民休養の郷（さと）・静岡県伊豆市を訪れる「天城の秋ツアー」で、紅葉狩りを楽しみませんか。

　旧天城トンネルなどを会場に11月3日（祝）から開催する「天城越え伊豆の踊子まつり」や、約2000本の和洋の紅葉が一面に広がる「修善寺虹の郷もみじまつり」などを巡ります。②は「伊豆市収穫祭」も見学します。

　①11月21日（水）午後3時②25日（日）午前11時③28日（水）午後3時にＪＲ東海函南駅（静岡県函南町）集合。各日20人（先着順）。2泊3日6食付き。1万6000円。

募：天城ふるさと広場　電話：0558-87-1050









道路や河川管理施設の構造基準などについてご意見を募集します




　法律の改正により、これまで国が一律に定めていた道路や河川管理施設などの構造の技術的基準などについて、市の管理する道路や施設は、市が条例で定めることになりました。

①（仮称）平塚市が管理する市道の構造の技術的基準を定める条例・（仮称）平塚市が管理する市道に設ける道路標識の寸法を定める条例・（仮称）移動等円滑化のために必要な市道の構造に関する基準を定める条例

　国の基準を基本にして、市道の幅員や線形などの構造、道路標識の寸法を定めます。高齢者や障がい者をはじめ誰もが移動しやすいように道路構造の基準を定めます。

②（仮称）平塚市が管理する準用河川の河川管理施設等の構造の技術的基準を定める条例

　国の基準を基本にして、市が管理する準用河川で、管理施設などの構造の技術的基準を定めます。

　いずれの骨子（案）も11月12日（月）～12月12日（水）に、本庁舎1階市政情報コーナー・公民館・図書館などで閲覧できます。市ウェブでもご覧いただけます。

募：郵送・ファクス・メールまたは直接、意見・必要事項（団体の場合は団体名と代表者名も）を、12月12日（水）までに①は新館3階の道路整備課　電話：0463-21-9845　FAX：21-9606　メール：dousei@②は新館2階の土木補修課　電話：0463-21-9853　FAX：21-9605　メール：doboku-h@へ。







お知らせ




宝くじの助成金で市少年消防クラブの制服を作製


　宝くじの助成金で、市少年消防クラブが制服・制帽、ヘルメット、クラブ旗一式を作りました。10月13日に総合公園で開かれた消防フェスティバルで披露しました（次写真）。


　同クラブは、市内の小学校5・6年生の男女25人で、今年4月に結成されました。消防業務の体験や研修、訓練などに参加しています。防火・防災に関する知識と技術を身に付けることで、防火・防災への意識を普及し、規律正しく元気に育つことを目的としています。


　（財）自治総合センターは、宝くじの収益金を利用し、さまざまなコミュニティー活動を応援し、助成事業を進めています。


問・予防課　電話：0463-21-9728


[image: 市少年消防クラブ]







勤労者のための生活資金融資制度


　市が金融機関と提携して、低利で融資します。


　市内在住・在勤の勤労者。貸付限度額は300万円。返済期間は10年以内。


　育児・介護休業費（0.7％）、賃金遅欠配費（1.5％）、教育費（1.7％）、自動車購入費・太陽光発電設備費・増改築費・冠婚葬祭費・技能習得費・医療費（2.1％）など。年0.7％～1.2％の保証料が別途、貸付利率に上乗せされます。


問：中央労働金庫平塚支店　電話：0463-23-2511







譲ります・譲ってください


　不用品の登録やあっせんを随時、電話などで受け付けます。詳細は市のウェブで確認できます。


譲ります　ベビーラック・学習机・冷蔵庫など。


譲ってください　チャイルドシート・ロックミシンなど。


問：リサイクルプラザ　電話：0463-51-5301







11月の市の広報番組


　湘南ケーブルネットワーク（ＳＣＮ）湘南チャンネルで放送します。①ひらつか市民生活ガイド　「博物館を楽しもう!」。原則として毎週土曜日、午後7時30分～45分②平塚市広報番組　「公民館へ行こう」「高齢者支援　ひらつか元気応援ポイント事業」（再放送）。毎週月・水曜日は午前6時30分～45分、日曜日は午後1時45分～2時。


　過去の広報番組のＤＶＤは各図書館で借りられます。市のウェブからもご覧いただけます。


問：広報・情報政策課　電話：0463-21-8761







浅間祭へ行ってみよう


　青少年会館の利用団体を中心に、ステージ発表や展示、各種教室をします。


　11月10日（土）午前10時～午後4時、11日（日）午前10時～午後3時30分。青少年会館・文化公園。


問：青少年課　電話：0463-32-7029







年末調整等説明会


　平成24年分。用紙は午後1時から会場で配ります。


　11月8日（木）午後2時～3時50分。中央公民館。


問：市民税課　電話：0463-21-8766







ＪＡ湘南でてこいまつり


　ポン菓子の配布や、平塚市の地産地消キャラクター「ベジ太」のＰＲコーナーもあります。


　11月10日（土）午前9時30分～午後3時15分、11日（日）午前9時～午後3時。総合公園平塚のはらっぱ。


問：農水産課　電話：0463-35-8102


[image: 動画を見る]







女性の人権ホットライン


　ドメスティックバイオレンスやセクハラなどの問題に悩んでいませんか。「女性の人権ホットライン」強化週間として、県人権擁護委員連合会の人権擁護委員や法務局職員が、時間を延長して相談をお受けします。


　11月12日（月）～18日（日）、平日は午前8時30分～午後7時、土・日曜日は午前10時～午後5時。


問：女性の人権ホットライン　電話：0570-070810







湘南ひらつかふれあいマーケット朝市


　地元産の魚・野菜などの販売やダンベル体操をします。


　11月18日（日）午前7時～8時30分。小雨決行。総合公園南駐車場。


問：産業振興課　電話：0463-21-9758・当日の午前6時～8時30分は開催本部　電話：090-3215-0106へ。







神奈川大学国際経営研究所のシンポジウム


　「地域経営　○○○のエンジンをめざして」を統一テーマに、講演とシンポジウムをします。小・中学生、高校生による「わたしたちの提案」も紹介します。


　11月10日（土）午前10時～午後5時。平塚商工会議所（松風町2-10）。


問：神奈川大学国際経営研究所　電話：0463-59-4111







東海大学総合理工学研究科一般公開シンポジウム


　「東日本大震災からの復興と大震災への備え」がテーマ。住宅の液状化被害などの実態、震災からの復興、制振装置など、今後の地震対策などを紹介します。


　11月17日（土）午後1時～3時30分。東海大学湘南キャンパス松前記念館（北金目4-1-1）。


問：シンポジウム事務局　電話：0463-58-1211　内線4278








[image: 住宅の防火に取り組もう　秋季全国火災予防運動]





　空気が乾燥し、火災が発生しやすい時期を迎えます。火の取り扱いに十分注意しましょう。11月9日（金）～15日（木）に秋季全国火災予防運動をします。本年度の全国統一防火標語は「消すまでは　出ない　行かない　離れない」です。


防火キャンペーン


　今年4月に結成された市少年消防クラブ員が、火災予防を呼び掛けます。11月10日（土）午前10時～11時。平塚駅北口改札付近。






いのちを守る　七つのポイント


　建物から出火した火災のうち、住宅火災が約6割を占めています。市内でも昨年38件の住宅火災が発生しています。住宅火災を防ぐため、住宅用火災警報器の設置など、「住宅防火　いのちを守る　七つのポイント」（三つの習慣、四つの対策）があります。


三つの習慣


①寝たばこは、絶対やめる。


②ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。


③ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。


四つの対策


④逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。


⑤寝具、衣類、カーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。


⑥火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器などを設置する。


⑦お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。


　「七つのポイント」を日々、心掛けて、火災を減らしましょう。


問：予防課　電話：0463-21-9728


[image: いのちを守る七つのポイントイメージ]








[image: ひらつか商業まつり、いいもんひらつか魅つけ市でお買い物]





　「一店一強運動」を展開する、市内の各店が一押しの商品をそろえました。約100店が集まる「一坪いちおしSHOP」のほか、東日本大震災の被災地の物産販売などをします。


　11月4日（日）午前11時～午後4時。荒天の場合は11日（日）に延期。平塚駅北口中心商店街。


問：商業観光課　電話：0463-35-8107


[image: 市内の各店が一押しの商品をそろえ、約100店が集まる]
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[image: すこやかサポート市民病院]




⑳眼科



　この4月から3人の医師で外来診療を担当しています。一般眼科診療のほかに緑内障・糖尿病性網膜症・加齢黄斑変性症・斜視・弱視などの疾患も診療しています。


　手術は白内障を中心に、年間約400件行っています。現在の白内障手術は2～3ミリの小さい切開創から筒状に折りたたまれた眼内レンズを挿入し、目の中でレンズを開いて固定する手術が行われています。通常、「単焦点眼内レンズ」というピントを1点に合わせるレンズが挿入されます。最新の眼内レンズは「多焦点眼内レンズ」といい、遠く（2メートル以上）と近く（30～40センチ）にピントを合わせることができ、術後に約80パーセントの方が眼鏡を使わないで生活されているという報告があります。遠近両用レンズが目の中に入っているイメージです。ただし費用は国民健康保険対象外で自由診療となります。


　このほか、眼鏡でしか矯正できなかった乱視を補正する「乱視矯正眼内レンズ」もあります。こちらは国民健康保険適応です。ご自身の目の状態・ライフスタイルを考慮して眼内レンズを選択できます。詳しくは眼科医・スタッフにご相談ください。


❖市民病院　電話：0463-32-0015


[image: 白内障手術]








健康と福祉




ひとり親家庭などに医療費を助成


　ひとり親家庭などの親子、両親がいない子やその子を養育している方の医療費の自己負担額を助成します。こども家庭課（本庁舎1階⑰番窓口）に申請してください。所得制限があります。


　この助成を受けて、児童扶養手当を受給していない方は現況届を同課に提出してください。


問：こども家庭課　電話：0463-21-9844







虐待に気付いたら連絡を


　11月は児童虐待防止推進月間です。「近隣で、子どもの泣き声が頻繁にする」「子どもを怒鳴る声やたたく音がよく聞こえる」などは虐待の可能性があります。


　虐待を受けたと思われるお子さんを見掛けたら、県中央児童相談所や、こども家庭課にご連絡ください。


問：①県中央児童相談所　電話：0466-84-7000（午前9時～午後8時）・電話：0466-83-5500（午後8時～午前9時）②こども家庭課　電話：0463-21-9843（平日、午前8時30分～午後5時）へ。







成年後見制度を考えるシンポジウム


　「広げよう権利擁護のネットワーク」と題して、「社会福祉を考えるつどい」のシンポジウムを開きます。


　11月17日（土）午後2時30分～4時15分。中央公民館。200人（当日先着順）。


問：福祉会館　電話：0463-33-2333







糖尿病予防教室


　12月5日・19日・平成25年1月23日の水曜日、全3回、午後1時30分～3時40分。保健センター。市内在住・在勤で、医師から運動制限を受けていない方30人（先着順）。飲み物・タオル・室内用運動靴。動きやすい服装でお越しください。


募：健康課　電話：0463-55-2111







関節の痛みと運動


　12月6日（木）午後1時30分～3時30分。中央公民館。市内在住・在勤の65歳以上の方50人（先着順）。筆記用具・室内用運動靴。動きやすい服装でお越しください。


募：高齢福祉課　電話：0463-21-8778







玄米ダンベル体操を体験しませんか


　玄米を中に詰めた、袋状のダンベルを握って体操します。


　11月22日～12月20日の木曜日、全5回、午後1時30分～3時。福祉会館。市内在住の65歳以上の方15人（抽選）。玄米ダンベル・上履き・タオル・飲み物・筆記用具。動きやすい服装でお越しください。玄米ダンベルがない方は700円。


募：電話または直接、11月5日（月）午前9時～13日（火）午後5時に、福祉会館　電話：0463-33-2333へ。


[image: 玄米ダンベル体操イメージ]







家族介護教室


　介護食を食べやすくするため、調理の工夫や方法を実習で学びます。


　12月11日（火）午前10時～午後1時。福祉会館。市内在住・在勤で高齢者の介護をしている方か、市内在住の高齢者を介護している方20人（先着順）。エプロン・三角巾・布巾。300円。


募：栗原ホーム　電話：0463-35-6060







ウオーキング講習会


　11月21日（水）午後1時30分～3時。旭北公民館（河内440）。飲み物・タオル・バスタオル・室内用運動靴。


問：健康課　電話：0463-55-2111







サロン「ハッピーひだまり」で情報交換


　「ハッピーひだまり」は、目が不自由な方の自立と情報提供・交換の場です。


　午前中は、目が不自由な方の現状と支援状況の紹介や情報交換などをし、市担当者らがアドバイスをします。午後は歌やゲームで交流を深めます。車いすの方でも出席できます。


　12月1日（土）午前10時～午後3時。福祉会館。市内在住の視覚障がいがある方20人（先着順）。昼食代を含め500円。送迎を利用する場合1500円。同伴者1000円。


募：福祉会館　電話：0463-33-2333








[image: 4種混合予防接種を11月から始めます]



　ジフテリア・百日せき・破傷風・不活化ポリオ（小児マヒ）を含む4種混合ワクチンが11月から、定期接種に導入されました。


　今までは3種混合ワクチンとポリオワクチンは別々の接種でした。11月以降に生後3カ月になるお子さんから4種混合ワクチンを接種することになります。


　なお、既に3種混合ワクチンを接種した方、または単独のポリオワクチンを接種した方は、それぞれ必要な回数を、最後まで別々に接種してください。


　市内在住の生後3カ月～7歳6カ月未満の方。市内の予防接種実施医療機関。予約が必要な場合がありますので、事前に医療機関に電話などでご確認ください。母子手帳・保険証。




接種スケジュール


[image: 接種スケジュール表]


　詳細は、市ウェブなどでご確認ください。


問：健康課　電話：0463-55-2111








スポーツ




スポーツ教室


　市民の健康増進とスポーツの推進を図るためにスポーツ教室を開いています。一緒に体を動かしてみませんか。会場は①～④が総合体育館⑤がひらつかアリーナ。抽選。


①すっきりエアロビクス　12月7日～平成25年3月15日の金曜日、全12回、午後6時20分～7時20分。60人。5000円。


②パワーヨガ　12月7日～平成25年3月15日の金曜日、全12回、午後7時35分～8時35分。80人。5000円。


③水曜太極拳　12月12日～平成25年3月13日の水曜日、全12回、午前9時20分～10時50分。70人。5500円。


④金曜太極拳　12月14日～平成25年3月22日の金曜日、全12回、午後7時10分～8時40分。50人。5500円。


⑤リンパウオーキング　体内のリンパの流れを学んで、体操やウオーキングをします。12月20日～平成25年1月31日の木曜日、全6回、午前9時30分～10時45分。50人。2500円。


募：はがき（1人1枚・本人の応募に限る）で教室名・必要事項・年齢を、11月15日（木）までに、〒254-0074大原1-1文化スポーツまちづくり振興財団スポーツ事業課　電話：0463-35-0102へ。同財団のウェブからも応募できます。








市民相談




市民相談室

市：市民情報・相談課　電話：0463-21-8764




◇一般市民

月～金曜日、午前8時30分～正午・午後1時～5時




◇一般法律（予約制）

水・木曜日、午後1時～4時




◇行政

11月5日（月）、12月3日（月）、午後1時～4時




◇多重債務（予約制）

11月13日（火）・27日（火）、午後1時～4時




◇税務（予約制）

11月2日（金）、12月7日（金）、午後1時～4時




◇年金・社会保険・労災

11月13日（火）午後1時～4時




◇登記・供託（予約制）

11月9日（金）午後1時～4時




◇住宅（新・改築）

11月20日（火）午後1時～4時




◇不動産

11月16日（金）午後1時～4時




◇分譲マンション管理

11月26日（月）午後1時～4時




◇外国籍

スペイン語：火曜日／ポルトガル語：水曜日／午前9時～正午・午後1時～4時／中国語：第2・4木曜日、午後1時～4時












女性のための相談

市：人権・男女共同参画課　電話：0463-21-9611



◇来所・電話

月～金曜日、午前9時30分～午後4時












人権相談

市：人権・男女共同参画課　電話：0463-23-1111　内線2172




◇来所

11月6日（火）・20日（火）、12月4日（火）、午後1時～4時













こどもの総合相談

市：こども家庭課　電話：0463-21-9843




◇こども総合相談

月～金曜日、午前8時30分～午後5時




◇母子相談

月～金曜日、午前9時～午後5時












子育て支援センター

豊田分庁舎　電話・FAX：0463-34-9076




◇未就学児対象の子育て相談・情報提供

月～金曜日、午前9時30分～午後4時












子ども教育相談センター

崇善小学校北側　電話：0463-36-6013




◇来所

月～金曜日、午前10時～午後5時




◇電話

月～金曜日、午前9時～午後5時












こども発達支援室くれよん

福祉事業センター　電話：0463-32-2738　FAX：31-1114




◇こどもの発達相談（来所・予約制）

月～金曜日、午前8時30分～午後5時












青少年相談室

市民センター　電話：0463-34-7311




◇青少年相談

月～土曜日、午前10時～午後6時30分




◇ヤングテレホン相談（青少年専用）

電話：0463-33-7830　毎週月～土曜日、午前10時～午後6時30分




◇ヤングメール相談（青少年専用）

メール：y-soudan@。返信に数日かかります。












福祉会館

追分1-43　電話：0463-33-2333




◇法律（予約制）

11月13日（火）、12月11日（火）午後1時～4時




◇生活支援

月～金曜日、午前8時30分～午後5時




◇ボランティア

月～金曜日、午前8時30分～午後5時












障がいがある方の相談

市：障がい福祉課　電話：0463-21-8774




◇精神保健福祉（予約制）

月～金曜日、午前9時30分～午後4時












健康相談

保健センター　電話：0463-55-2111




◇来所（予約制）

月～金曜日、午前8時30分～午後5時












保健福祉総合相談

市：南附属庁舎1階　電話：0463-21-8779




◇来所・電話

月～金曜日、午前8時30分～午後5時












65歳からの健康相談

市：高齢福祉課　電話：0463-21-8778




◇来所（予約制）

11月20日（火）午後1時30分～5時












ビジネス相談

市：産業振興課　電話：0463-21-9758




◇下請取引

11月20日（火）午後1時30分～4時





◇就労支援（予約制・先着5人・一人50分）

11月21日（水）午後1時～5時50分












消費生活センター

JAビルかながわ　電話：0463-21-7530




◇来所・電話

月～金曜日、午前9時30分～午後4時













[image: ヒラツカルチャー]




博物館


〒254-0041浅間町12-41


電話：0463-33-5111　FAX：31-3949


休館日 5・12・19・26日・12月3日




■秋期特別展　くらしの今昔　電気・ガス・水道がなかった頃の道具たち


　12月24日（休）まで。特別展示室。


・関連行事


①1日むかしの暮らし体験


　見学は自由ですが、小・中学生とその保護者、当日先着30人には昼食が付きます。


　11月18日（日）午前10時～午後3時。屋外展示場。


②講演会　昭和の暮らしに学ぶこと


　11月24日（土）午後1時30分～3時。講堂。


■寄贈品コーナー　市制施行記念品展


　11月1日（木）～29日（木）。1階寄贈品コーナー。


■プラネタリウム投影


　200円。18歳未満の方と65歳以上の方は無料。


☆フリートーク・プラネタリウム


　11月25日（日）までの土・日曜日。午前11時と午後2時。


■平塚の遺跡を歩く　墨染館と田村館


　11月17日（土）午前10時～午後3時。大神～田村地区。30人（抽選）。


募：往復はがきで必要事項を11月8日（木）までに博物館へ。


■考古学入門講座　考古学と文献資料2


　11月25日（日）午後2時～3時30分。講堂。考古学初心者の方50人（抽選。この講座の第1回に参加した人を優先）。


募：往復はがきで必要事項を11月15日（木）までに博物館へ。


■ろばたばなし


　11月18日（日）午後1時20分と3時。展示室1階相模の家。


■体験学習お飾りをつくろう


　12月16日（日）午後1時～4時。講堂。30人（抽選）。


募：往復はがきで必要事項を12月6日（木）までに博物館へ。


■星を見る会　木星と秋の星を見よう


　11月16日（金）午後7時～8時30分。科学教室・屋上。雨天曇天中止。













[image: イブニングミュージアムウィーク]



　11月6日（火）～11日（日）は午後7時まで開館します。午後6時～7時に「明かり」と「エネルギー」がテーマのイベントを開きます。


問：博物館　電話：0463-33-5111


6日（火）　縄文体験　炎の夕べ　火起こしを体験し、炎の光で縄文土器を鑑賞します。屋外。雨天中止。


7日（水）　講演　地震のエネルギー　地震の起こる原因や、津波と活断層について紹介します。講堂。


8日（木）　講演　江戸のエネルギーを支えた相模川水運　巨大都市・江戸を支えた相模川水運の歴史を紹介します。講堂。


9日（金）　むかしの明かり体験　火打石の着火や、ちょうちん・あんどんの明るさを体験します。科学教室。


10日（土）　身近なもので電気を作ろう　発電実験や電池作りをします。講堂。


11日（日）　街明かりと天の川　明かりの発達と共に、日常から失われた天体を解説します。プラネタリウム。













中央図書館


〒254-0041浅間町12-41


電話：0463-31-0415　FAX：31-9984


休館日 5・12・19・26・30日・12月3日




■中央図書館11月の特集展示本の本　読書週間にちなんで


　11月1日（木）～29日（木）。2階貸出室。


■ブッ